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ウェブサイトでのご報告

ホームページのCSRサイト
  http://www.fujikura.co.jp/csr/index.html

ＣＳＲ統合報告書２０１6（ＨＴＭＬ版） Annual Report ２０１6

当社グループのＣＳＲの取り組みの詳しい情報は、
当社のホームページのＣＳＲサイトでご紹介しています。

生きた創業の記念物・珊瑚樹
フジクラと共に130年

今も私たちは大切にしています

お問い合わせ  株式会社フジクラ 総務・広報部　E-mail：fjk.csr@jp.fujikura.com
〒135-8512　東京都江東区木場1-5-1

当社は、2013年9月3日、「国連グローバル・コンパクト（UNGC）」への
支持を表明し、国際的な枠組み作りの活動に参加しました。 

国連グローバル・コンパクト

社外からの評価
■FTSE4Good Global Index
　組み入れ（2016年6月）

有価証券報告書2016

■モーニングスター社会的責
　任投資株価指数構成銘柄
　組み入れ（2016年1月）
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トップメッセージ

　当社グループの2015年度は、『2015中期経営計画』
の仕上げの年として、グループの総力を挙げて目標達成
に取り組みました。その結果、当期の連結売上高は前期比
2.6％増の6,785億円と過去最高を記録し、営業利益は
同30.1％増の326億円となりました。また当社の経営目
標の一つとしている営業利益率も前期より1ポイント改
善して4.8％となり、2015中期経営計画の当初目標6.3
％の約8割を達成し、一定の評価ができる成績を収めるこ
とができたと考えています。
　さて、私たちフジクラグループは、今年度をスタート年
度とする5ヵ年中期経営計画『2020中期経営計画』を策
定しました。この中期経営計画は、2015中期経営計画を
基本的に踏襲しており、私たちがお客様の求める価値を
的確に判断し、それを提供することを通じて、結果として
高収益企業に変化することを目指します。数値目標は、
2020年度の連結売上高9,000億円、営業利益率7.0％
以上、ROE10％以上、D/Eレシオ0.66倍としました。
2015中期でも取り組んできた機構、構造改革は手を緩
めることなく推し進め、併せてグローバル顧客に密着した
成長戦略を描いてまいります。また、特に新陳代謝の加速
のために新規事業を創出し、そこへのリソースシフトを断
行し、新しい柱となる事業を立ち上げていきます。一方で
ステークホルダー、特に投資家の皆様から企業が社会的
責任を果たすことを求める動きも強まっており、私たちフ
ジクラグループも、コーポレートガバナンスを確立し、環
境、社会側面での評価を高め、企業価値を向上させ、事業
継続性を確固たるものにしていきたいと考えています。
　私たちフジクラグループのCSRは、グループの経営理
念MVCVを基軸に、“人にやさしい、地球環境にやさしい”
企業活動を通じて、“サステナビリティ社会の実現”と“私
たちグループの継続的な発展”の両方を実現させていく

ことが、企業としての社会的責任(CSR)であると考えてい
ます。このようなCSR理念の実現に向けて、私たちは、
2015年中期経営計画において25項目の｢フジクラグル
ープCSR重点方策（重点課題）｣への取り組みを積極的に
進めた結果、2015年度にE（環境）・S（社会）・G（ガバナン
ス）に関する重点方策の多くを達成することができました。
取り組みの幾つかをご紹介します。
　環境面では、国内全体のグループ企業での廃棄物ゼロ
エミッションを達成するとともに、CO2総排出量を削減す
ることで地球環境への負荷を低減しました。社会面では、
東北の被災地への支援を継続的に行い、障がい者雇用の
拡大を目指した特例子会社を設立したことで、社会的課
題の解決に寄与しました。そしてガバナンス面では、国連
グローバル・コンパクトの活動推進や、ステークホルダー
とのダイアログを行い、CSR活動の信頼性の向上を図り
ました。さらに、今後５年間の活動目標として、20中期の
CSR目標を「投資家を含め国際社会が高く評価するフジ
クラグループの実現」と定め、専門家とのダイアログを経
て、新たに12項目の重点方策を策定しました。私たちは、
これまでの活動の成果に満足することなく、新たな重点
方策の達成に向けた取り組みを加速してまいります。
　私たちフジクラグループは、社員一人ひとりが高い目
標と強い意志を持ち、社会に対する責任ある取り組みを
進めて、“お客様に感謝され、社会からは高く評価される
企業グループ”を目指し、これからも積極的な取り組みを
進めてまいります。皆様には、当社グループへのより一層
のご理解と今後とも変わらぬご支援ご鞭撻を賜りますよ
うお願い申し上げます。

【セグメント別売上高（連結）】

当社グループは、さまざま
な社会インフラ、さまざまな
産業機器、そして数多くの電
子・電機機器にお客様の視
点に立った安全・安心・最先
端製品をグローバルに生産
し、世界中のお客様にご提
供しています。
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「社会」と「産業」と
「私たち」のつながり
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【財務情報（連結）】

6,785
326
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深川ギャザリア ワイヤレス
環境センサ（DSC）

超電導コイル

事業活動の概要

｢社会｣の期待に迅速に
応えるフジクラグループの
４つの社内カンパニー

①エネルギー・情報通信カンパニー
②エレクトロニクスカンパニー
③自動車電装カンパニー
④不動産カンパニー

より早く、高品質で大容量の“つなぐ”を求めて、ネット
ワークはＮＧＮ(次世代基盤ネットワーク)へと進化。
それを支える光ファイバで当社グループは常に世界
トップレベル。その光ファイバを極低損失で接続する
光融着接続機では、“世界Ｎo．１”。私たちは、光の
トータルソリューションをご提供しています。

社会の基盤を支える電力エネルギーの安定供給に
貢献することは、創業以来の私たちの原点です。
電力会社向け電力ケーブル・架空送電線から汎用
低圧ケーブル・産業用ケーブルまで、電力インフラ
に必要不可欠な製品をグローバルにお届けする
当社グループは、世界のトップランナーとして高い
評価を頂いています。

【産業分野】
●高度情報通信ネットワーク
●次世代基盤ネットワーク（ＮＧＮ）
●ファイバ・ツー・ザ・ホーム（ＦＴＴＨ）
●ＬＡＮ、通信機器　など
●ビル・工場の電力・制御
●発電所～家庭までの送電線ネット
●産業機器・エレベータ
●船舶・鉄道・道路　など

エネルギー・情報通信事業

売上高 : 3,641億円

小型・高集積化するエレクトロニクス製品にとって、
プリント回路や電子ワイヤ、コネクタなどの電子部品
は繊細な“神経”にあたります。当社グループは、この
分野でも長年蓄積した技術力を発揮し、スマートフォン
やデジタルカメラなどの最先端機器に、小型・軽量
化に最適なＦＰＣ(フレキシブルプリント配線板)を
はじめ、多様な電子部品、モジュールをトータルにご提
供するワンストップソリューションを実現しています。
また、グローバルに展開する当社グループは、高密度
実装を含めたこれらの高難度電子部品を設計から
マスプロダクションまで多様化するお客様のご要望
にお応えし、現在のエレクトロニクスの世界を支えて
います。　

エレクトロニクス事業

【産業分野】
●携帯電話
●ノートＰＣ
●デジタルカメラ
●家電製品
●医療機器　など
売上高 : 1,612億円

不動産事業

新規事業

旧深川工場跡地の再開発事業でオフィス・ショッピング・
レストランなど、人々が集い憩う街・深川ギャザリア
ができました。

高温超電導線材、光インターコネクション　など

色素増感太陽電池（DSC）、次世代光ファイバ、ミリ波
デバイス、リチウムイオンキャパシタ　など

研究開発

不動産事業、その他の事業
グロ－バルに発展を続ける自動車産業。電子情報化
が進むカーエレクトロニクスの世界で自動車の安全、
安心、快適を支えているのは自動車用ワイヤハーネス
です。私たちは、自動車用ワイヤハーネス、車内ＬＡＮ、
シートセンサ、環境対応で需要増が見込まれる電気
自動車用給電コネクタなど、トータルな配線システム
で車の進化を加速させています。当社グループは、
グローバルな生産拠点で車の総合配線システムを
お客様にご提供し、進化を続けるカーエレクトロニクス
の世界を“つなぐ”テクノロジーでリードしています。

【産業分野】
●自動車
●電気自動車
●車内ＬAN
●衝突防止装置　など

自動車電装事業

売上高 : 1,359億円

不動産カンパニー他
173億円

エネルギー・情報通信カンパニー
3,641億円

自動車電装カンパニー
1,359億円

エレクトロニクスカンパニー
1,612億円

2015年度 連結
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従業員数の推移（連結）
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2012 【産業分野】
●電力機器
●電機機器
●電子機器　など
売上高 : 173億円

ＦＰＣ

電子ワイヤ サーマル製品

コネクタ

株式会社フジクラ 
取締役社長

ファイバレーザ

当社は、2013年9月3日、「国連グローバル・コンパクト（UNGC）」への支持を表明し、
国際的な枠組みづくりの活動に参加しました。 

顧客価値創造型企業として「高い収益力」と
「強い新陳代謝力」を両輪に、将来性ある、
未来に続く会社を目指します




